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今
夏
も
昨
年
同
様
に
猛
烈
な
暑
さ
と
な
っ
た
。
長
引
く
残
暑
に
秋
の

虫
の
音
が
重
な
っ
た
。
虫
達
も
さ
ぞ
閉
口
し
て
い
よ
う
。

猛
暑
は
人
の
心
身
を
は
じ
め
、
農
業
・
漁
業
に
も
大
き
く
影
響
を
及

ぼ
す
。
昨
年
の
米
の
不
作
が
発
端
と
な
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
訪

日
外
国
人
の
増
加
に
伴
う
外
食
需
要
の
拡
大
等
も
相
ま
っ
た
「
令
和
の

米
騒
動
」—

。
商
品
が
並
ん
で
も
通
常
の
価
格
の
倍
で
あ
っ
た
。
食
が

多
様
化
し
て
い
る
と
は
い
え
、
私
達
日
本
人
の
主
食
は
あ
く
ま
で
米
。

お
米
に
あ
り
つ
け
な
い
の
は
非
常
に
辛
い
。

と
も
あ
れ
今
年
も
秋
を
迎
え
た
。
は
っ
き
り
と
四
季
の
あ
る
国
は
世

界
で
も
数
少
な
い
。
有
難
い
こ
と
で
あ
る
。

清
少
納
言
は
「
春
は
あ
け
ぼ
の
」「
夏
は
夜
」「
秋
は
夕
暮
れ
」「
冬
は
つ

と
め
て
」
と
し
て
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
『
枕
草
子
』
に
綴
っ
た
。
彼

女
の
活
躍
し
た
平
安
時
代
は
現
代
よ
り
も
全
体
的
に
気
温
が
低
く
、
あ

る
研
究
に
よ
れ
ば
、
初
期
の
嵯
峨
朝
で
最
高
気
温
摂
氏
二
十
五
・
九
度
、

後
期
の
院
政
期
に
は
約
二
十
四
度
ま
で
し
か
気
温
が
上
が
ら
な
か
っ

た
と
い
う
。
稲
作
の
敵
は
猛
暑
だ
け
で
は
な
い
。
逆
に
冷
夏
の
多
か
っ

た
平
安
時
代
も
、
農
林
水
産
業
に
深
刻
な
影
響
が
あ
っ
た
可
能
性
を
先

の
研
究
は
指
摘
し
て
い
る
。

近
年
、
自
然
災
害
が
非
常
に
多
い
様
に
思
わ
れ
る
。
身
近
な
米
不
足

も
深
刻
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
何
気
な
い
日
常
を
い
と
も
簡
単
に

奪
う
地
震
や
台
風
・
豪
雨
な
ど
災
害
の
数
々
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
想

い
を
致
し
、
一
刻
も
早
く
平
穏
無
事
な
暮
ら
し
に
戻
ら
れ
る
様
、
心
か

ら
神
々
に
祈
念
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
稔
り
の
秋
は
、
あ
っ
て
当
た
り
前
、

稔
っ
て
当
た
り
前
で
は
な
い
。

御修復を終えた志波彦神社大鳥居
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　九
月
二
十
九
日
、
志
波
彦
神
社

遷
座
記
念
祭
並
び
に
氏
子
崇
敬

会
秋
季
大
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
本
年
は
明
治
七
年（
一

八
七
四
）
に
志
波
彦
大
神
が
岩
切

村
（
現
在
の
仙
台
市
宮
城
野
区
岩

切
）
の
鎮
座
地
よ
り
鹽
竈
神
社
に

遷
祀
さ
れ
て
か
ら
百
五
十
年
の

大
き
な
節
目
の
年
に
あ
た
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
を
記
念
す
る
祭
典

が
併
せ
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

志
波
彦
神
社
略
史

　志
波
彦
神
社
は
、
平
安
時
代
に

編
ま
れ
た
「
延
喜
式
」
に
名
神
大

社
と
し
て
記
さ
れ
た
格
式
高
い

延
喜
式
内
社
（
し
き
な
い
し
ゃ
）

で
、
農
業
守
護
・
国
土
開
発
・
殖
産

興
業
の
御
神
徳
に
よ
り
広
く
崇

敬
さ
れ
て
い
ま
す
。

　御
祭
神
の
志
波
彦
大
神
は
、
鹽

竈
さ
ま
と
共
に
人
々
を
教
え
導

い
た
と
さ
れ
る
神
様
で
す
。
鹽

竈
さ
ま
の
由
来
を
説
く
伝
承
の

一
つ
は
、
鹽
竈
明
神
が
鯱
に
乗
り

塩
竈
に
お
い
で
に
な
っ
て
人
々

に
製
塩
の
業
を
教
え
広
め
ら
れ

た
際
、
藻
塩
を
焼
い
て
運
搬
す

る
役
を
担
わ
れ
た
藻
塩
場
老
翁

（
も
し
は
の
お
じ
）
が
す
な
わ
ち

の
神
社
建
築
を
手
が
け
た
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　な
お
、
旧
来
の
社
務
所
は
二
階

建
て
の
木
造
建
築
で
し
た
が
、
志

波
彦
神
社
の
造
営
地
に
近
接
す

る
た
め
取
り
壊
さ
れ
、
現
在
の
社

務
所
が
新
築
さ
れ
ま
し
た
。
現

社
務
所
は
、
近
代
の
和
風
建
築
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

志
波
彦
大
神
で
あ
る
と
伝
え
て

い
ま
す
。

　志
波
彦
神
社
は
、
も
と
は
岩

切
村
の
七
北
田
川
河
畔
に
鎮
座

し
て
冠
川
（
か
む
り
が
わ
）
明
神

と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
冠
川
の

呼
称
に
つ
い
て
は
、
鹽
竈
明
神

は
初
め
七
北
田
川
河
畔
に
降
臨

さ
れ
た
後
に
塩
竈
に
赴
か
れ
た

こ
と
か
ら
、
七
北
田
川
を
「
神

降
（
か
ん
ふ
り
）
川
」
と
呼
び
、

降
臨
さ
れ
た
地
に
「
神
降
明
神
」

を
祀
っ
て
鹽
竈
神
社
の
末
社
と

し
た
も
の
で
、
冠
川
は
神
降
川
の

発
音
が
変
化
し
た
も
の
と
の
言

い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　古
い
歴
史
を
持
つ
志
波
彦
神

志
波
彦
神
社
遷
座
記
念
祭

志
波
彦
神
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　併
せ
て
遷
祀
一
五
〇
年
記
念
大
祭

社
で
す
が
、
社
伝
に
よ
る
と
天

正
三
年
（
一
五
七
五
）
の
火
災
に

よ
っ
て
御
社
殿
ほ
か
宝
物
や
記

録
類
を
失
っ
て
一
時
は
衰
退
し
、

江
戸
時
代
の
延
宝
三
年
（
一
六
七

五
）
に
伊
達
家
に
よ
り
再
興
さ
れ

た
と
い
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の

記
録
に
よ
れ
ば
、
延
宝
頃
に
延
喜

式
内
社
と
し
て
の
格
式
が
人
々

に
再
認
識
さ
れ
た
こ
と
を
契
機

に
整
備
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、

江
戸
時
代
後
期
に
は
地
誌
や
名

所
案
内
な
ど
諸
書
に
紹
介
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　近
代
に
は
、
新
た
に
定
め
ら
れ

た
社
格
制
度
の
も
と
で
明
治
四

年
（
一
八
七
一
）
に
国
幣
中
社
に

列
格
し
ま
し
た
。
国
幣
社
は
、
現

在
の
県
知
事
に
あ
た
る
地
方
官

ら
が
祭
典
に
参
向
す
る
公
的
な

神
社
で
し
た
が
、
当
時
の
志
波
彦

神
社
は
規
模
の
大
き
な
祭
典
を

執
り
行
う
に
は
境
内
が
狭
く
、
ま

た
御
社
殿
の
老
朽
化
も
進
ん
で

い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）
十
二
月
に
御
神
縁

の
深
い
鹽
竈
神
社
に
遷
祀
さ
れ
、

以
後
は
別
宮
に
合
祭
さ
れ
ま
し

た
。　鹽

竈
神
社
へ
の
遷
祀
は
、
新
た

な
御
社
殿
の
造
営
を
前
提
と
し

た
も
の
で
し
た
が
、
莫
大
な
費

用
を
要
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
容

易
に
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

政
府
に
対
す
る
熱
心
な
働
き
掛

け
が
続
け
ら
れ
た
末
、
志
波
彦
神

社
の
造
営
に
対
す
る
国
庫
支
出

が
認
め
ら
れ
た
の
は
昭
和
八
年

の
こ
と
で
す
。
翌
年
十
月
十
日

の
工
事
始
奉
告
祭
を
皮
切
り
と

し
て
諸
祭
典
と
工
事
が
進
め
ら

れ
、
昭
和
十
三
年
の
八
月
に
は
付

属
施
設
の
工
事
ま
で
完
了
を
み

ま
し
た
。
同
年
九
月
二
十
八
日

夜
に
遷
座
の
儀
式
が
執
り
行
わ

れ
、
翌
二
十
九
日
に
は
遷
座
奉
祝

祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年

か
ら
は
、
九
月
二
十
九
日
に
遷
座

記
念
祭
が
斎
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　志
波
彦
神
社
の
造
営
に
費
や

さ
れ
た
費
用
は
、
昭
和
九
年
か
ら

同
十
二
年
度
の
国
庫
支
出
だ
け

で
計
十
六
万
一
千
五
百
円
。
計

画
は
内
務
省
の
直
轄
で
進
め
ら

れ
、
工
事
は
東
京
社
寺
工
務
所
が

請
け
負
っ
て
い
ま
す
。
当
時
、
神

社
局
造
営
課
の
技
師
と
し
て
設

計
等
の
監
督
に
あ
た
っ
た
角
南

隆
（
す
な
み
・
た
か
し
）
は
、
多
く

冠川神社景色図（明治13年頃）

遷座祭（昭和13年9月28日）
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　十
月
五
日
（
土
）、
裏
千
家
献

茶
祭
が
鹽
竈
神
社
左
右
宮
に
お

い
て
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　当
日
は
、
裏
千
家
丹
心
斎
千

宗
史
若
宗
匠
の
お
点
前
で
濃
茶
・

薄
茶
が
点
て
ら
れ
、
御
神
前
に

お
供
え
さ
れ
ま
す
。

　茶
道
裏
千
家
淡
交
会
宮
城
支

部
（
藤
﨑
三
郎
助
支
部
長
）
が

主
催
す
る
献
茶
祭
は
、
十
四
代

家
元
淡
々
斎
宗
匠
と
嘉
代
子
夫

人
（
仙
台
市
出
身
）、
ま
た
夫
人

の
叔
母
で
あ
り
養
母
で
あ
っ
た

伊
藤
幾
久
寿
女
史
（
号
・
宗
幾
）

が
昭
和
五
年
四
月
に
献
茶
式
を

行
わ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

　祭
典
後
は
社
務
所
全
館
で
茶

会
が
催
さ
れ
、
多
く
の
門
人
が

茶
の
湯
を
通
じ
て
交
流
を
深
め

ま
す
。

新
嘗
祭
（
産
業
振
興
大
祭
）

　来
る
十
一
月
二
十
三
日
（
勤

労
感
謝
の
日
）
は
、
大
神
様
の

め
ぐ
み
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
一

年
の
収
穫
を
感
謝
す
る
新
嘗
祭

の
日
で
す
。

　こ
の
日
、
宮
中
で
は
神
嘉
殿

に
お
い
て
天
皇
陛
下
御
自
ら
新

穀
を
神
々
へ
奉
ら
れ
、
全
国
各

地
の
神
社
で
も
盛
大
に
神
事
が

斎
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
来
稲

作
な
ど
農
耕
を
生
業
の
基
幹
と

し
て
来
た
我
国
に
お
い
て
、
も
っ

と
も
重
要
な
神
事
の
一
つ
で
す
。

　当
社
で
は
去
る
五
月
十
一
日

に
御
神
田
で
の
御
田
植
祭
を
斎

行
。
九
月
十
四
日
に
は
抜
穂
祭

た
地
場
産
品
の
数
々
を
台
車
に

満
載
し
、
大
勢
の
氏
子
た
ち
の

手
で
市
中
か
ら
境
内
ま
で
奉
曳

し
た
の
ち
御
両
社
の
御
神
前
に

奉
献
い
た
し
ま
す
。

　志
波
彦
神
社
の
大
鳥
居
は
、

御
社
殿
竣
工
の
翌
年
十
月
か
ら

建
造
に
着
手
さ
れ
、
昭
和
十
五

年
五
月
に
竣
工
し
た
も
の
で
す
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
高

さ
は
九
メ
ー
ト
ル
余
。
そ
の
柱

は
大
地
の
気
脈
を
通
す
と
い
う

意
味
か
ら
、
耐
震
性
を
考
慮
し

た
う
え
で
中
空
の
構
造
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　近
年
で
は
平
成
十
六
年
に
塗

装
工
事
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、

常
に
海
か
ら
の
風
が
吹
き
つ
け

る
環
境
か
ら
近
年
は
塗
装
の
剥

落
等
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
　
　
　

　こ
の
度
の
遷
祀
一
五
〇
年
記

念
事
業
と
し
て
塗
装
と
銅
板
葺

替
等
の
修
復
工
事
が
実
施
さ
れ
、

約
二
ヶ
月
間
に
及
ぶ
工
事
を
経

て
二
十
年
ぶ
り
に
色
鮮
や
か
な

姿
を
取
り
戻
し
ま
し
た
（
表
紙

写
真
参
照
）。

　修
復
工
事
に
御
尽
力
賜
り
ま

し
た
伊
藤
塗
装
店
代
表
・
伊
藤

三
雄
殿
に
は
、
八
月
十
一
日
に

宮
司
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

裏
千
家
献
茶
祭

　鹽
竈
神
社
奉
仕
会
で
は
、
老

若
男
女
を
問
わ
ず
初
穂
曳
の
奉

仕
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　神
社
の
御
神
田
で
収
穫
さ
れ

た
初
穂
や
地
場
産
品
を
奉
曳
車

に
満
載
し
、
大
勢
の
氏
子
た
ち

の
協
力
の
も
と
御
神
前
に
奉
献

し
て
大
神
様
の
め
ぐ
み
に
感
謝

す
る
初
穂
曳
。
参
加
費
は
無
料

で
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
御
参
加
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
御
案
内
申
し
上
げ
ま

す
。　初

穂
曳
に
関
す
る
お
問
い
合

せ
・
お
申
し
込
み
は
、
社
務
所

ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

初
穂
曳
奉
仕
者
募
集

　十
一
月
二
十
三
日

を
斎
行
し
、
大
勢
の
氏
子
崇
敬

者
に
御
奉
仕
い
た
だ
き
、
立
派

に
稔
っ
た
稲
穂
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　十
一
月
二
十
三
日
は
、
御
両

社
に
お
い
て
新
嘗
祭
を
斎
行
し

ま
す
。
特
に
農
耕
と
殖
産
の
守

護
神
で
あ
る
志
波
彦
神
社
で
は
、

神
楽
「
朝
日
子
舞
」
を
奉
奏
し

て
大
神
様
に
収
穫
感
謝
の
誠
が

捧
げ
ら
れ
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
当
日
は
「
初
穂
曳

（
は
つ
ほ
び
き
）」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
御
神
田
の
和
稲
・
荒
稲
、

さ
ら
に
鮮
魚
・
水
産
加
工
品
・

清
酒
・
野
菜
・
果
物
・
菓
子
な

ど
多
く
の
方
々
よ
り
奉
納
さ
れ

初穂曳

抜穂祭
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宮
城
県
敬
神
婦
人
連
合
会
総
会

　八
月
二
十
一
日
、
竹
駒
神
社

参
集
殿
を
会
場
に
、
第
六
十
一

回
宮
城
県
敬
神
婦
人
連
合
会
の

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
、
県
内
の
各
神
社
婦

人
会
か
ら
約
一
五
〇
名
が
参
加

し
、
畠
山
副
会
長
を
議
長
と
し

て
議
事
が
進
め
ら
れ
、
各
議
案

が
協
議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　議
事
終
了
後
は
、
フ
リ
ー
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
・
朗
読
家
で
情
報

誌
「
り
ら
く
」
編
集
長
で
も
あ

る
渡
辺
祥
子
氏
に
よ
る
「
言
葉

敬
神
婦
人
講
だ
よ
り

全
国
一
の
宮
会
総
会

全
国
一
の
宮
会
総
会

　全
国
に
鎮
座
す
る
一
の
宮
で

組
織
さ
れ
る
全
国
一
の
宮
会
は
、

相
互
の
融
和
を
深
め
、
神
社
神
道

の
高
揚
宣
布
を
は
か
り
、
鎮
座
地

域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
本
年
度
は
、
当
社
に
て

八
月
二
十
二
日
か
ら
一
泊
二
日

の
日
程
で
総
会
及
び
移
動
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　初
日
は
、
御
両
社
の
正
式
参
拝

の
の
ち
大
講
堂
に
お
い
て
総
会

を
開
催
。
引
続
き
宮
城
県
多
賀

城
跡
調
査
研
究
所
上
席
研
究
員

の
関
口
重
樹
氏
を
講
師
に
招
き

「
創
建
一
三
〇
〇
年
を
迎
え
た
多

賀
城
と
塩
竈
」
と
題
し
て
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
会

終
了
後
、
バ
ス
に
て
移
動
し
、
此

度
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
「
多
賀
城

碑
」
を
は
じ
め
、
新
た
に
復
元
さ

れ
た
「
南
門
」
な
ど
国
指
定
史
跡

多
賀
城
跡
を
見
学
し
ま
し
た
。

　翌
日
の
移
動
研
修
で
は
、
東
日

本
大
震
災
の
震
災
遺
構
で
あ
る

仙
台
市
立
荒
浜
小
学
校
を
見
学

し
た
の
ち
、
津
波
に
よ
る
社
殿
等

流
出
後
に
見
事
復
興
さ
れ
た
、
名

取
市
閖
上
に
鎮
座
す
る
閖
上
湊

神
社
を
正
式
参
拝
し
ま
し
た
。

　去
る
八
月
二
十
七
日
、
当
社

神
職
養
成
所
卒
業
生
の
同
窓
会

組
織
で
あ
る
一
森
会
の
総
会
が

十
七
名
の
会
員
参
加
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　本
年
は
昭
和
二
十
九
年
の
同

会
設
立
よ
り
七
十
年
の
節
目
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
、
総
会
に
先

立
ち
鹽
竈
神
社
左
右
宮
に
お
い

て
設
立
七
十
周
年
記
念
奉
告
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　続
い
て
社
務
所
大
講
堂
に
て

総
会
を
開
催
。
各
報
告
・
協
議

が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
設
立

　九
月
二
日
よ
り
八
日
ま
で
、

國
學
院
大
學
の
学
生
を
受
け
入

れ
て
指
定
実
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　同
大
学
の
実
習
神
社
に
指
定

さ
れ
る
当
社
で
は
、
例
年
実
習

生
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
本
年

は
神
道
文
化
学
科
四
年
生
二
名

と
三
年
生
二
名
の
計
四
名
が
社

務
所
に
泊
ま
り
込
み
実
習
に
臨

み
ま
し
た
。

　実
習
生
ら
は
、
祭
式
や
神
道

行
法
、
奉
製
作
業
の
ほ
か
、
御

社
頭
に
お
け
る
参
拝
者
へ
の
応

対
や
祈
祷
奉
仕
な
ど
の
実
習
に

國
學
院
大
學
指
定
実
習

國
學
院
大
學
指
定
実
習

一

森

会

総

会

一

森

会

総

会

緊
張
感
を
も
っ
て
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　最
終
日
に
は
閉
講
奉
告
祭
を

奉
仕
し
、
実
習
が
無
事
終
了
し

た
旨
を
御
神
前
に
奉
告
し
ま
し
た
。

の
力
、
生
き
る
力
」
と
題
し
た

記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　解
散
後
、
当
社
婦
人
講
二
十

四
名
の
参
加
者
は
、
名
取
市
震

災
復
興
伝
承
館
等
を
見
学
し
た

の
ち
無
事
帰
塩
と
な
り
ま
し
た
。

七
十
年
の
記
念
と
し
て
御
両
社

へ
の
門
帳
の
奉
納
が
決
定
さ

れ
、
菅
原
会
長
よ
り
鍵
宮
司
に

目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
役
員
の
改
選
も
行
わ

れ
新
会
長
に
渡
邊
市
也
氏
（
山
形

県
・
三
十
九
期
）
、
副
会
長
に
は

郡
山
宗
典
氏
（
宮
城
県
・
三
十
五

期
）・
金
井
格
氏
（
東
京
都
・

四
十
四
期
）・
山
口
智
久
氏
（
北

海
道
・
四
十
五
期
）
が
そ
れ
ぞ
れ

就
任
致
し
ま
し
た
。

　総
会
後
は
松
島
「
ホ
テ
ル
大

観
荘
」
に
移
動
し
て
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
、
会
員
相
互
の
親
睦

を
深
め
合
い
ま
し
た
。
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ご
結
婚

　
　
　

お
め
で
と
う

　ご
ざ
い
ま
す

　多
賀
城
市 

鈴
木

　貴
大

　仙
台
市 

澤
口

　奈
緒

　多
賀
城
市 

鈴
木

　斗
眞

　仙
台
市 

奥
脇

　華
都

　富
谷
市 

白
木
澤
長
浩

　加
美
郡 

澁
谷

　友
里

七
月　塩

竈
市 

千
田

　賢
弥

　福
島
県 

今
野
紗
緒
里

八
月　塩

竈
市 

松
谷

　
　純

　柴
田
郡 

吉
野

　亜
紀

 

（
敬
称
略
）

六
月　福

島
県 
佐
藤

　陵
弥

　東
松
島
市 
石
田

　志
穂

　塩
竈
市 

鈴
木

　俊
達

　秋
田
県 

坂
内
み
さ
き

　牡
鹿
郡 

鈴
木

　良
徳

　宮
城
郡 

三
瓶
舞
李
子

　仙
台
市 

小
野
寺
寿
治

　白
石
市 

佐
藤

　千
佳

総
会
及
び

設
立
十
周
年
記
念
講
演
会
開
催

　当
社
内
に
本
部
を
置
き
、
延

喜
式
内
社
の
啓
蒙
・
興
隆
を
目

的
に
活
動
す
る
東
北
式
内
社
顕

彰
会
は
九
月
十
日
、
今
年
度
の

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　当
日
十
八
名
の
参
加
者
は
、

陸
奥
国
の
式
内
社
百
座
を
祀
る

多
賀
城
市
市
川
の
陸
奥
総
社
宮

を
正
式
参
拝
。
社
務
所
に
お
い

て
総
会
を
開
催
し
た
後
、
東
北

歴
史
博
物
館
へ
と
移
動
し
、
延

喜
式
の
研
究
で
知
ら
れ
『
延
喜

　十
二
月
二
日
（
月
）
よ
り
約

十
日
間
に
わ
た
り
、
当
社
神
職

が
塩
竈
市
内
各
戸
を
訪
問
し
て

伊
勢
神
宮
の
御
神
札
「
神
宮
大

麻
」
と
令
和
七
年
の
神
社
祭
事

暦
、
御
神
像
（
お
正
月
さ
ま
）

を
お
頒
ち
致
し
ま
す
。
お
正
月

を
迎
え
る
に
あ
た
り
氏
神
様
の

お
札
と
併
せ
神
宮
大
麻
を
奉
斎

し
、
朝
夕
に
拝
し
て
神
恩
に
感

謝
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
神
棚
が

な
い
場
合
は
、
目
線
よ
り
高
い

所
に
お
祀
り
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
年
内
に
御
不
幸
が
あ
っ

た
場
合
で
も
、
服
忌
の
期
間
（
最

長
で
十
日
）
を
過
ぎ
れ
ば
神
棚

の
お
祀
り
を
再
開
さ
れ
て
も
差

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　十
二
月
三
十
一
日
（
火
）
午

後
三
時
よ
り
、
当
社
祓
所
に
お

い
て
大
晦
日
大
祓
式
を
斎
行
致

し
ま
す
。

　半
年
間
の
日
常
生
活
に
お
け

る
穢
れ
を
祓
う
神
事
で
す
。
ぜ

ひ
御
参
列
頂
き
、
清
々
し
く
新

年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
当
日
に
御
参
列
出
来

な
い
方
は
、
十
二
月
よ
り
社
頭

に
て
形
代
を
お
頒
け
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
お
受
け
に

な
り
お
納
め
下
さ
い
。

　来
る
十
月
十
二
日（
土
）・
十

三
日（
日
）・
十
四
日（
月
）の
三
日

間
、
講
社
大
祭
を
斎
行
致
し
ま
す
。

　市
内
は
も
と
よ
り
、
県
内
そ

し
て
全
国
各
地
の
講
員
の
方
々

が
大
神
様
に
報
恩
の
誠
を
捧
げ
、

家
内
安
全
・
商
売
繁
盛
を
祈
願

し
ま
す
。

　境
内
で
は
三
日
間
に
わ
た
り

神
楽
が
奉
納
さ
れ
、
大
勢
の
参

拝
者
で
賑
わ
い
ま
す
。

神
楽
奉
納
団
体

十
二
日

　城
生
野
神
楽

東
北
式
内
社
顕
彰
会

神
宮
大
麻
頒
布

神
宮
大
麻
頒
布

大
晦
日
大
祓
式

講
社
大
祭
の
御
案
内

六
月　四

日

　
　
　奈
良
県
・
大
神
神
社
職
員
研
修
旅
行

　
　
　三
十
九
名

　五
日

　
　
　全
国
芽
生
会
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　九
名

　
　
　
　
　
　大
河
原
・
佐
浦
ゆ
か
り
の
会

　
　
　
　
　
　
　十
一
名

　十
三
日

　
　茨
城
県
・
御
岩
神
社
宮
司

　大
塚
真
史
殿

　ほ
か
五
名

　十
五
日

　
　國
學
院
大
學
総
務
部
人
事
担
当
部
長

　
　謡
口
秀
見
殿

　
　
　
　
　
　（
一
財
）
國
學
院
大
學
院
友
会
経
理
課
長

　　吉
村
透
殿

　二
十
日

　
　長
野
県
・
鹽
竈
神
社
宮
司

　大
澤
明
三
殿

　ほ
か
五
名

七
月　五

日

　
　
　国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
二
五
二
〇
地
区

ガ
バ
ナ
ー

　佐
藤
剛
殿

　ほ
か
八
名

　七
日

　
　
　岩
手
県
・
一
関
市
藤
沢
町
第
八
区
自
治
会

及
び
同
農
家
組
合

　二
十
七
名

　八
日

　
　
　岩
手
県
・
鼬
幣
稲
荷
神
社

宮
司

　古
川
智
之
殿

　ほ
か
十
八
名

八
月　二

十
二
日

　全
国
一
の
宮
会
会
長

　新
木
直
人
殿

　ほ
か
四
十
一
名

　二
十
七
日

　一
森
会
会
長

　菅
原
正
明
殿

　
　
　
　
　ほ
か
十
六
名

　
　　参
　

拝
　

記
　

録
　

　
　

式
神
名
帳
の
研
究
』
等
の
御
著

書
も
あ
る
西
牟
田
崇
生
氏
を
講

師
に
御
招
き
し
て
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　平
成
二
十
四
年
に
設
立
さ
れ

た
当
会
は
、
一
昨
年
に
十
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

十
三
日

　樫
崎
法
印
神
楽
保
存
会

十
四
日

　塩
竈
神
楽
保
存
会

（
そ
れ
ぞ
れ
午
前
九
時
よ
り
午
後

二
時
ま
で
舞
殿
に
て
奉
納
）
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　暑
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
、
日

暮
れ
が
早
ま
り
秋
の
訪
れ
、
そ

し
て
す
ぐ
さ
ま
冬
の
足
音
が
。

　今
夏
に
巻
き
起
っ
た
米
騒

動
。
実
り
の
秋
を
迎
え
大
豊
作

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
… 

（
友
）

　多
く
の
方
々
よ
り
銅
板
を

奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

（
敬
称
略
）

六
月　山

梨
県 

齋
城

　千
春

 

他
一
一
四
名

七
月　沖

縄
県 

伊
藤

　千
尋

 

他
一
一
六
名

八
月　大

阪
府 

松
浦

　洋
憲

 

他
一
二
七
名

安

産

祈

願

海

上

安

全

大

漁

満

足

毎
月　一

日

朔

日

祭

　

 

〃 

曲
木
神
社
月
次
祭

　六
日

御
釜
神
社
月
次
祭

　十
日

鹽
竈
神
社
月
次
祭

　二
十
九
日

志
波
彦
神
社
月
次
祭

十
月　五

日

裏

千

家

献

茶

祭

　十
二
日
〜

講

社

大

祭

十
四
日

　十
七
日

神

嘗

奉

祝

祭

十
一
月

　三
日

明

治

祭

　十
五
日

七

五

三

　二
十
三
日

新
嘗
祭
・
初
穂
曳

十
二
月

　一
日

嘉

津

良

比

祭

　三
十
一
日

大
祓
式
・
除
夜
祭

銅
板
奉
納
者
芳
名

文

　芸

　欄

　
　
　
　
　

ま
と
ひ
つ
く
秋
の
蚊
羽
音
ま
で
痒
し
　
　
　
　
　
今
田
　
須
美
子

人
生
の
余
韻
と
は
何
小
鳥
来
る
　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
由
美
子

七
夕
や
子
が
口
ず
さ
む
流
行
歌
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
光
江

点
滅
の
信
号
の
先
天
の
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
　
和
子

夏
帯
の
桔
梗
一
輪
フ
レ
ン
チ
店
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
悦
子

梅
雨
の
雷
パ
ツ
チ
ワ
ー
ク
の
卓
布
か
な
　
　
　
　
鈴
木
　
ゆ
う
子

相
槌
も
聞
き
上
手
な
り
秋
ざ
く
ら
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
　
豊
子

恋
し
か
り
兄
の
育
て
し
胡
瓜
か
な
　
　
　
　
　
　
池
田
　
智
恵
子

海
上
の
渡
御
供
奉
船
の
大
漁
旗
　
　
　
　
　
　
　
今
野
　
紀
美
子

千
賀
の
浦
望
む
境
内
　
し
ぐ
れ
　
　
　
　
　
　
　
及
川
　
　
源
作

人
事
異
動

人
事
異
動

退
職

七
月
十
五
日
付

　出

　仕 

狩
野

　瑞
季

七
月
十
九
日
付

　巫

　女 

徳
永
明
日
香

　博
物
館
で
は
、
九
月
九
日
か

ら
十
三
日
ま
で
の
五
日
間
の
日

程
で
博
物
館
実
務
実
習
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
東
北

学
院
大
学
、
東
北
生
活
文
化
大

学
、
日
本
大
学
よ
り
計
五
名
の

実
習
生
が
参
加
し
、
資
料
の
取

り
扱
い
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

博博
　　

物物
　　

館館
　　

だだ
　　

よよ
　　

りり

奉
納
御
礼

◆
金
参
百
萬
円
也

塩
竈
市

　
　
　門
間

　光
子

　
殿

◆
曲
木
神
社
の
柏
槙
の

　
　
　老
木
幹
の
保
護
柵

籬
神
社
奉
賛
会

　副
会
長

　
　櫻
井

　新
一
　
殿

◆
保
護
柵
の
塗
装

　及
び
同
神
社
鳥
居
二
基
の
塗
装

塩
竈
市

株
式
会
社
博
光
社

代
表
取
締
役

　松
本

　尚
己

　
殿

　曲
木
神
社
の
社
名
は
、
鎮
座

地
の
籬
島
に
曲
が
り
く
ね
っ
た

柏
槇
（
び
ゃ
く
し
ん
、
針
葉
樹

の
一
種
）
の
木
が
自
生
し
た
こ

と
に
由
来
す
る
と
伝
え
ら
れ
、

現
在
も
根
株
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
こ
の
根
株
の

保
護
柵
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

◆
仙
台
七
夕
七
つ
飾
り

仙
台
市

　
　
　熊
谷

　律
子
　
殿

国

家

安

泰

五

穀

豊

穣

家

内

安

全

祭 

事 

暦 

（
十
月
か
ら

十
二
月
ま
で

）


